
みんなでつくる魅力あるまち・ぎなん

発表者の皆さん
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ごみ有料化　Ｐ4 ～ 5

▲トランクケースの中はワクワクがいっぱい

▲柳ケ瀬グラッスル35のＧテラスで

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索
長
谷
川 

淳

広
瀬 

恵
理
子

松
　 

浩
二

松
本 

暁
大

村
山 

博
司

議
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広
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特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

■
今
回
は
５
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
ご
み
有
料
化
に
関
す
る
住
民

説
明
会
の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご

意
見
を
精
査
し
、
可
能
な
限
り
寄
り
添
っ
た
形
に
な
る
よ
う
に
最

後
ま
で
働
き
か
け
ま
す
。
ま
た
、
今
号
を
も
っ
て
広
報
委
員
長
の

職
務
が
終
わ
り
ま
す
。
皆
様
１
年
間
ご
精
読
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
谷
川
）

■
今
回
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な

形
で
地
域
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
大
勢
の
方
が
お
見
え
に
な

り
ま
す
。
思
い
は
様
々
で
す
が
そ
こ
に
は
「
誰
か
の
た
め
に
」
と
い

う
気
持
ち
で
溢
れ
て
い
ま
す
。や
り
が
い
を
も
ち
挑
戦
で
き
る
町
！

と
て
も
素
敵
な
町
で
す
！ 

　
　
　
　（
広
瀬
）

■
任
期
を
い
た
だ
い
た
４
年
間
も
あ
と
少
し
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
出
来
る
こ
と
は
や
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
結
果
と
し
て
は

１
０
０
％
満
足
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
自
己
満
足
で
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
町
民
の
ご
意

見
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松

）

■
ご
み
有
料
化
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
公
聴
会
と
い
う
様

相
で
は
な
く
、
単
に
決
定
事
項
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

住
民
の
ガ
ス
抜
き
と
いっ
た
側
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
執
行
権
者
が
欠
席
の
中
で
、
町
と
し
て
の
姿
勢
・
住
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
共
に
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
は
十
分
に
伝
わ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
松
本
）

■
今
年
５
月
13
日
、
世
界
で
最
も
貧
し
い
大
統
領
と
言
わ
れ
る
ウ

ル
グ
ア
イ
の
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
元
大
統
領
が
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
大

統
領
時
代
収
入
の
９
割
を
貧
困
層
に
寄
付
、
生
活
費
は
毎
月
15

万
円
相
当
で
、「
質
素
な
だ
け
で
一
度
も
貧
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
い
。
実
の
子
は
い
な
く
て
も
、
国
民
が
子
供
の
よ
う
な
存
在
。

む
し
ろ
自
分
は
豊
か
だ
と
思
う
。」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。
世
界

で
一
番
心
の
豊
か
な
大
統
領
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
村
山
）

岐南中学校３年

伊藤璃子さんの
作品です

表紙の題字

いとう りこ

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

夢中の先にある連鎖を
　　　　　生み出す道具
夢中の先にある連鎖を
　　　　　生み出す道具 ～けん玉スピナーTAKESHIさん～ ～けん玉スピナーTAKESHIさん～

特集

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

TAKESHI さん

　町内の保育園で保育士として働きながら、け
ん玉スピナーを名乗り活動しているＴＡＫＥＳＨＩさ
ん。スピナーとは回転するもの。もともとヨー
ヨーは得意だったそうですが、保育園の行事で
子どもたちに見せたのがきっかけとなり、保育の
中で、けん玉遊びを実践するようになりました。
もっと技を磨こうと、ＴＡＫＥＳＨＩさんは「けん玉先
生（グローバルけん玉ネットワーク認定）」の資格
も取得。昨年のぎなんフェスタでは、その見事な
技を多くの来場者の前で披露しました。にぎわう
会場で、ご覧になられた方もいるのではないで
しょうか。
　さらに、県が進める木育活動や、子育て支援の
一環としてけん玉ワークショップも開催していま
す。けん玉は、子どもたちとおじいちゃんやおば
あちゃんをつなぐ楽しい道具になっています。
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案　　　件 結果

木
下
美
津
子 

　

渡
邉
憲
司 

　

櫻  

井  

　

  

明 

※

松
𠩤
𠩤
𠩤 

　

三
宅
祐
司 

　

松
本

　暁
大 

　

村
山

　博
司 

　

長
谷
川

　淳 

　

加
藤

　雅
浩 

　

広
瀬
恵
理
子 

　
承認第 2 号 専決処分の承認を求めることについて

（岐南町税条例の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承認第 3 号 専決処分の承認を求めることについて
（岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 31 号 岐南町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 32 号 岐南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 33 号 岐南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 34 号 令和7年度岐南町一般会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 35 号 令和7年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 36 号 令和7年度羽島郡二町教育委員会特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 37 号 町道路線の認定について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 38 号 岐南町議会議員及び岐南町長の選挙における選挙運動の

公営に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 39 号 岐南町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 40 号 令和7年度岐南町一般会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 41 号 財産の取得について（ハンドル式移動棚購入） 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意第 1 号 羽島郡二町教育委員会委員の任命同意について 同意 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

選第 1 号 木曽川右岸地帯水防事務組合議会議員の選挙について（町
長の推薦に基づき選挙する議員） 確定 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6月定例会ではこんなことが決まりました
賛成＝〇　反対＝●（※議長は採決に加わりません）

議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

▲提出議案
　ページは
　こちら

定例会結果研修会・議員総会

　令和7年6月27日　第69回羽島郡町村議会議員総会が、古田聖人笠松町長、後藤友紀岐南町長を来賓
にお迎えし、開催されました。
　自治功労者表彰として、岐南町では加藤雅浩議員（在職16年超）が表彰されました。
　記念講演は、航空自衛隊岐阜基地司令 空将補 山本光伸氏をお迎えし、「我が国を取り巻く安全保障環境
と航空自衛隊」を演題とし、中国・ロシア・北朝鮮や中東など日本に影響のある世界情勢と航空自衛隊の現
状について貴重なご講演をいただきました。

第69回 羽島郡町村議会議員総会

　令和7年5月27日　東京国際フォーラムにて、令和7年度町村議会議長・副議長研修会が開催され、櫻井
明議長、松　浩二副議長が出席しました。
　災害時における対応について、内閣府防災担当からは「広域災害対応を含めた自治体の災害対応力強化
に不可欠な防災DX」、他の講師の方からは、平成からの災害に学ぶ復旧・復興まちづくりの課題、災害時の
議会・議員の役割など、政治家の役割は大きいものであると再認識いたしました。

令和7年度 町村議会議長・副議長研修会

ぎなん議会だより　第59号ぎなん議会だより　第59号 23



　このグラフは、家庭系・事業系ごみを合わせ
た、年度別の「ごみ排出量」の推移です。
　ごみ処理の費用は、皆さんが納めた貴重な税
金で賄われています。ごみの量が増えれば、処理
のための経費も増え、関係する市町の中で、岐南
町が負担することになる金額は上がります。
　折れ線グラフのへこんでいるところに注目し
てください。平成20年度、平成22年度、平成28
年度のごみの量が減っています。

　一体なぜでしょう。「エコステーションの開設」
「緑ごみの分別」「雑がみの分別」など、ごみ減量
化に向けた取り組みを始めた時期と一致します。
　そうした行政の取り組みを、町民の皆さんが理
解され、ご協力していただけたことで、ごみの量
が減ったものと考えられます。
　まちの人口（活力）を維持しながら、ごみ処理
予算を削減するには、さらなる意識の変化が必
要です。

　次期ごみ処理施設（岐阜羽島衛生施設組合）
の負担金は、岐阜市・羽島市・岐南町・笠松町の
「ごみ排出量」の割合で決まります。ごみ減量の
取り組みは、この負担金に影響します。
　ごみ処理の有料化は、ごみの減量や、自治会の
ご負担を軽減するために行われるものです。

　今回の特集では、ごみの排出量の現状や、有
料化に向けて開催された住民説明会での、主な
質疑応答をお伝えします。
　住民説明会には、多くの方々が参加されまし
た。町民の不安を払拭するためにも、議会では、
さらに丁寧な説明を求めていきます。

特集特集

ごみ有料化ごみ有料化

自己搬入施設での搬入者の住所確認は？ 予約時に行います。

町ホームページに予約システムを
作れないか？

web予約については、施設稼働開始後、あらためて
ご意見を伺いながら、改善を図っていきます。

少量のごみであっても、10キログラム
までは200円かかるか？

ごみの仕分けはしなくてもよいですが、少量でも、
10キログラムまで200円が必要です。

粗大ごみと緑ごみを、同時に搬入する
ときの扱いは？

計量の差し引きで、有料となる粗大ごみの重さを
量ります。緑ごみは無料です。

搬入は１回につき10点までとのこと
だが、茶わん１個でも１点となるのか？

それだけを搬入されればそうなりますが、ごみ袋など
にまとめて出していただければ、複数個のごみでも、
１袋１点となります。

相談窓口を開設しては？
不法投棄に対する対策は？

町ホームページや広報紙などで周知に努めます。
ごみの不法投棄は犯罪です。
警察と連携し、パトロールを強化してまいります。

朝９時からでは、会社勤めの人が搬入
するにはむずかしい。車を持たない人
への対応は？

第２と第４の土曜日も開設しますので、その日も含め
てご利用ください。搬入が困難な方への支援策につ
いては、検討しているところです。

ごみの減量化に、もっと取り組んでい
る市もある。町民の意識を高めるのが
先ではないか？

町民の皆さんの意識をさらに高めていただくため、
啓発活動も進めてまいります。

キャッシュレス決済の予定は？ キャッシュレス決済についても、施設稼働開始後、
ご意見を伺いながら、検討してまいります。

さる５月28日・29日・30日の３日間、町内の３会場で、
ごみ有料化とごみの出し方の変更に関する住民説明会が行われました。
ごみの処理は、すべての町民の皆さんに関わる大きな問題です。
議会では、高齢者・障がい者世帯などへの生活支援の観点でも、事業の実施を求めていきます。

ごみ有料化等に関する住民説明会での主な質疑応答

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ごみ排出量の推移（単位：１千トン）

CAUTION

◆家庭ごみ「ごみ袋」の１枚あたりの価格
　「大袋（45リットル）」
　　13.2円 → 50円
　「中袋（30リットル ※いままでの小袋）」
　　10.3円 → 30円

◆家庭ごみ「粗大ごみ・緑ごみ」を出す場所
　自治会ステーション回収 → 自己搬入施設

◆家庭ごみ「紙類・古着類」
　エコステーション　　　　　エコステーション
　自治会ステーション回収　　民間回収ボックス

◆家庭ごみ・事業ごみ「粗大ごみ」
　無料 → 10キログラムまでごと200円

【 有料化で変わること 】

→
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● 　 　 ● 　 　 ● 　 　一 般 質 問 ●　　 ● 　 　 ● 　 　 6月定例会 3日目 目 次

９
人
の
議
員
が

質
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し
ま
し
た

●
村 

山 

博 

司

◎
子
育
て
支
援
政
策

◎
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措
置
の
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行

◎
環
境
問
題

◎
町
長
の
考
え
る
経
済
ビ
ジ
ョ
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●
長 

谷 
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淳

◎
中
途
採
用
改
革

◎
参
加
し
や
す
い
町
民
ス
ポ
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ツ
大
会
を

　
目
指
し
て

◎
交
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派
出
所
）の
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加
を

◎
信
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機
な
し
の
横
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歩
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は
歩
行
者
優
先

◎
学
校
選
択
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特
定
地
域
選
択
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導
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を

●
松 

　 浩 

二

◎
予
算
の
効
果
的
な
使
い
み
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を

◎
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

◎
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り

6月定例会

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
に
求
め
、適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
、聞
き
た
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◎
岐
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い
て

◎
自
治
会
に
対
す
る
行
政
の
立
ち
位
置
と
は

●
三 
宅 

祐 

司

◎
公
共
交
通
の
未
来
に
賭
け
て（
第
４
弾
）

　
巡
回
バ
ス
の
ゆ
く
え

◎
災
害
と
食
糧
危
機
に
備
え
る
町
づ
く
り
と

　
広
域
連
携

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

10

●
広
瀬
恵
理
子

◎
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て

◎
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
に
つ
い
て

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

12

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

11

●
加 

藤 

雅 

浩

◎
AI
導
入
で
業
務
効
率
化
と
町
の
次
な
る

　
ス
テ
ッ
プ

◎
す
べ
て
の
子
ど
も
に
〝
居
場
所
と
学
び
〞

　
を
届
け
る
町
へ

◎
町
に
お
け
る
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所

　
づ
く
り
と
学
童
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
渡 

邉 

憲 

司

◎
学
校
に
つ
い
て

●
木
下
美
津
子

◎
学
校
図
書
館
の
整
備・充
実

◎
液
状
化
対
策
の
地
盤
改
良
工
事
へ
の
助
成

◎
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
開
始
と
対
応

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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【定例会3日目】

【定例会4日目】

一般質問の全容は
　　　　　を
ご覧ください

一般質問一般質問

子
育
て
支
援
政
策

雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き

　
　
　
　 措
置
の
履
行

環
境
問
題

村山 博司 議員
むらやま ひろし

Q
新
た
な
こ
ど
も
の
居
場
所
の
提
供

と
、
こ
ど
も
提
案
事
業
に
つ
い
て
、

準
備
し
て
い
る
内
容
は
何
か
。

Q
岐
南
町
職
員
の
懲
戒
処
分（
令
和
７

年
３
月
10
日
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）の

事
案
概
要
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
に
配
慮
し

た
う
え
で
、
詳
細
な
資
料
提
出
、
説
明
を

求
め
る
と
と
も
に
、
特
に
被
害
に
遭
わ
れ
た

職
員
の
、
就
業
す
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い

支
障
と
は
何
か
。

取
得
、
再
就
職
や
雇
用
形
態
の
転
換
を
支

援
す
る
た
め
、
就
職
や
仕
事
に
役
立
つ
資
格

や
免
許
の
取
得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

Q
岐
南
町
合
同
庁
舎
管
理
規
則
及
び
、

岐
南
町
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
改
正
の
予
定

は
。

（
副
町
長
）懲
戒

処
分
等
の
内
容

に
関
し
ま
し
て
は
、
今

後
も
プ
レ
ス
発
表
以
上

の
詳
細
な
内
容
は
答
弁

し
か
ね
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
町
と
し
て
新

た
な
補
助
金
制
度
を
設
け
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

A

（
総
合
政
策
部
長
）
子
ど
も
た
ち

の
声
を
聞
き
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

AQ
学
童
保
育
事
業
の
業
務
委
託
選
定

に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
し
た
理
由

は
。Q

子
育
て
中
の
人
を
対
象
に
、
就
労
の

た
め
に
必
要
な
資
格
ま
た
は
免
許
の

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
請
負
実
績

が
あ
る
事
業
者
の
み
と
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
の
利
点
と
、
競
争
の
透
明
性
を

併
せ
持
つ
一
般
競
争
入
札
と
し
ま
し
た
。

A

Q
人
事
制
度
や
就
業
環
境
の
改
善
、

特
に
職
員
の
休
憩
時
間
、
職
員
の
時

間
外
勤
務
の
管
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。Q

資
源
ご
み
回
収
に
よ
る
町
の
収
入

は
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
売
却
に
よ
る
町
の
収
入
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
は
年
間
で
約
６

３
９
万
３
千
円
で
す
。

A

町
長
の
考
え
る
経
済
ビ
ジ
ョ
ン

Q
地
域
経
済
の
課
題
解
決
に
対
す
る
、

町
長
の
方
針
や
具
体
策
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
地
域
経
済
の

基
盤
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
振
興
は
、
本
町
に
お
け
る

重
要
施
策
の
一
つ
で
す
。
本
年
夏
に
は
町

内
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
や
売
上
向
上

を
目
指
し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

A

Q
拠
点
回
収
の
導
入
に
よ
る
効
果
・
対

応
策
は
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
自
己
搬
入
施

設
の
導
入
は
、
近
隣
市
町
の
ご
み

の
流
入
を
防
止
し
、
自
治
会
ご
と
の
回

収
日
も
減
ら
せ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
美

A
（
総
務
部
長
）
現
在
の
と
こ
ろ
、
開

庁
時
間
の
短
縮
に
向
け
た
検
討
を

し
て
お
り
、
開
庁
時
間
を
早
め
る
、
ま

た
は
、
開
庁
時
間
を
延
長
す
る
た
め
の

フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て

は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

A
（
総
務
部
長
）
条
例
及
び
労
働
基

準
法
に
定
め
ら
れ
た
休
憩
時
間
が

適
正
に
運
用
で
き
る
よ
う
、
各
所
属
に

お
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
時
間
外
勤
務

は
、
職
員
の
就
業
環
境
が
悪
化
し
な
い

よ
う
管
理
し
て
い
ま
す
。

A

処
分
は
適
正
に
行
わ
れ
た
の
か

副
町
長
　
適
正
な
手
続
き
を
経
て
完
了

（
基
盤
整
備
部
長
）
新
た
に
設
置

す
る
自
己
搬
入
施
設
に
つ
い
て
、

予
約
や
利
用

方
法
、
高
齢

者
の
み
世
帯

な
ど
、
施
設

利
用
の
困
難

な
方
へ
の
対

応
を
含
め
準

備
を
進
め
て

い
ま
す
。

化
監
視
員
や
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

A Q
岐
南
町
廃
棄
物
処
理
対
策
協
議
会

か
ら
の
提
言
書
を
も
と
に
し
た
町

の
取
り
組
み
は
。
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新
種
目
の
採
用
ハ
ー
ド
ル
は

部
長
　ま
ず
は
競
技
団
体
の
設
立
を
　
　

中
途
採
用
改
革

参
加
し
や
す
い

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
目
指
し
て

信
号
機
な
し
の
横
断
歩
道
は

　
　
　
　
　
　
　歩
行
者
優
先

学
校
選
択
制

（
特
定
地
域
選
択
制
）の
導
入
を

予
算
の
効
果
的
な
使
い
み
ち
を

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

（
住
民
部
長
）
町
が
主
催
す
る
大

会
で
は
な
い
の
で
権
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
提
案
に
つ
い
て
は
協
会
に
伝
え
ま

す
。
引
き
続
き
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
機
会
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

と
に
加
え
、
転
職
求
人
サ
ー
ビ
ス
を
試

験
的
に
導
入
し
ま
す
。
三
つ
目
に
、
社

会
人
経
験
者
採
用
枠
の
応
募
者
に
は
従

前
の
一
般
教
養
試
験
で
な
く
、
職
務
基

礎
力
試
験
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

A Q
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
を
変
更

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
住
民
部
長
）
新
た
な
種
目
の
大

会
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

協
会
に
加
盟
す
る

団
体
を
設
立
し
、

審
議
す
る
こ
と
な

ど
が
必
要
で
す
。

A Q
新
た
な
競
技
が
種
目
と
な
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

交
番（
派
出
所
）の
増
加
を

（
基
盤
整
備
部
長
）
交
番
の
増
設

に
つ
い
て
は
大
変
有
意
義
な
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
岐
阜

県
に
お
い
て
は
「
令
和
５
年
４
月
１
日
現

在
、２
２
６
施
設
あ
る
交
番・駐
在
所
は
、

特
に
、
駐
在
所
の
設
置
や
運
用
を
中
心

に
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
令
和
15
年
度

を
目
途
に
、
施
設
数
が
１
７
０
施
設
程

度
と
な
る
」
見
込
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
県
の
指
針
を
承
知
し
つ
つ

も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
強
化
な
ど
と
併

せ
て
、
交
番
の
増
設
に
つ
い
て
も
岐
阜
羽

島
警
察
署
等
に
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
交
番
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

現
在
岐
南
町
内
の
交
番
の
数
は
１
か
所
だ
け

で
す
。
こ
こ
最
近
強
盗
事
件
も
多
発
し
て
い

ま
す
。

岐
南
町
が
交
通
事
故
対
策
に
本
気
の
町
で

あ
る
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、「
選
ば
れ
る

町
」
に
近
づ
き
、
岐
南
町
に
移
住
し
よ
う

か
迷
っ
て
い
る
方
へ
の
一
押
し
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
岐
阜
県
に
お

け
る
取
組
等
を
参
考
に
し
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
て
交

通
安
全
に
関
す
る
啓
発
を
発
信
し
、
町

内
の
一
旦
停
止
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
横
断
歩
道
の
整
備
と

し
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
認
性
を
確
保

す
る
た
め
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
の
設
置
を
施
し
、
横
断
歩
道
前
で
の

一
旦
停
止
を
促
す
手
立
て
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

A Q
町
と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
気

概
は
あ
る
か
。

（
教
育
長
）
令
和
７
年
度
に
向
け

て
学
校
選
択
に
関
す
る
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

総
意
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
調
査
を
行
い
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

A Q
学
校
選
択
に
関
し
て
の
相
談
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
。
ま
た
特
定
地
域
選

択
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
本
町
と
し
て
も
、

就
業
経
験
を
持
つ
即
戦
力
と
な
り

得
る
人
材
の
採
用
は
非
常
に
有
益
と
考

え
、
中
途
採
用
の
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
一
つ
目
に
、
公
務
員
経
験
を
有
す

る
方
を
対
象
に
10
月
１
日
の
採
用
を
目

指
し
た
採
用
試
験
を
導
入
し
ま
す
。
ま

た
、社
会
人
経
験
枠
の
採
用
に
つ
い
て
も
、

年
度
途
中
で
の
採
用
を
可
能
と
す
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
つ
目
に
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
案
内
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
職
員
募
集
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
る
こ

A Q
中
途
採
用
の
改
革
を
進
め
る
考
え
は

あ
る
か
。

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅん

現
在
、
民
間
と
の
人
材
獲
得
競
争
は
激
し

さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

Q
病
気
や
介
護
状
態
に
な
っ
て
か
ら
で

は
な
く
、
予
防
の
た
め
の
健
康
体
操

教
室
や
認
知
症
・
介
護
予
防
教
室
な
ど
、

他
自
治
体
の
よ
う
に
岐
阜
薬
科
大
学
と
連

携
す
る
な
ど
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
進
め
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
対

策
は
。

物
価
高
騰
な
ど
町
民
の
生
活
に
負
担
増
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。
岐
阜
県
は
介
護
保
険
料
が
全
国
で

も
６
番
目
に
高
く
、
国
保
と
と
も
に
、
さ
ら

に
圧
迫
の
傾
向
で
あ
る
。

Q
ほ
ほ
え
み
子
ど
も
館
の
今
後
の
運
営

方
針
は
。

Q
保
護
者
か
ら
東
・
西
校
区
に
も
児

童
館
な
ど
設
置
要
望
が
あ
る
が
。

（
総
合
政
策
部
長
）
現
時
点
で
は

未
定
で
す
が
、
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
然
る
べ
き
時
期
に
予
算
計
上
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

A
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
今
年
度
は

さ
く
ら
、
来
年
度
は
う
れ
し
の
の

各
こ
ど
も
園
に
お
い
て
未
満
児
定
数
増
で

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
な
り
ま
す
。

AQ
人
口
減
少
が
進
み
、
岐
南
町
も
例

外
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
と
予
測
さ

れ
る
が
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
な
ど
各
地
域
に
活
気
が
あ
れ
ば
町
全

体
も
良
く
な
る
。
加
入
率
が
減
っ
て
い
く
傾

向
で
あ
る
が
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

Q
兄
弟
姉
妹
の
通
園
先
が
２
か
所
以
上

に
な
ら
な
い
配
慮
を
す
べ
き
で
は
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
ま
ず
は
町

内
保
育
施
設
へ
情
報
提
供
し
ま

す
。 A Q

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
虫
歯
予

防
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ラ
ム
ネ
を
。

（
総
合
政
策
部
長
）
自
治
会
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
で
各
自
治
会
事

業
の
助
言
や
提
案
、
絆
交
付
金
対
象
事

業
の
事
務
手
続
き
支
援
な
ど
、
自
治
会

活
動
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

A

活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り

国
保
や
介
保
給
付
増
大
対
応
を

部
長
　担
当
課
や
町
民
と
の
連
携
を
重
視

（
健
康
福
祉
部
長
）
ク
ラ
ブ
数
と

会
員
数
と
も
に
減
少
傾
向
で
、

名
称
を
岐
南
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ
に
変
更

し
、
交
通
安
全
大
学
校
開
講
や
補
助
金

交
付
な
ど
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

A Q
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
継
続
の
た
め

に
は
、
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老

人
ク
ラ
ブ（
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ
）の
活
性
化
も

大
事
で
あ
る
が
対
策
は
。

一般質問一般質問

松　 浩二 議員
まつばら こうじこうじ

（
健
康
福
祉
部
長
）
国
民
健
康
保

険
給
付
費
は
年
々
増
加
傾
向
で
、

AI
を
活
用
し
た
特
定
検
診
率
向
上
事
業

と
し
て
集
団
検
診
の
効
率
化
を
進
め
、

サ
ン
キ
ュ
ー
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助

成
者
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ
ン
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
運
動
サ
ロ
ン
を
バッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

A

Q
減
額
し
た
町
長
の
報
酬
は
、
何
に
使

わ
れ
て
成
果
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
特
定
の
事
業

へ
充
当
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
町

政
運
営
の
中
で
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

AQ
笠
松
競
馬
厩
舎
跡
地
利
用
の
調
査

研
究
の
成
果
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
公
益
社
団
法

人
岐
阜
県
都
市
整
備
協
会
に
業

務
の
一
部
を
委
託
し
、
地
権
者
の
意
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
具
体
的
な
利
活
用
を

進
め
、
慎
重
に
探
って
い
き
ま
す
。

A

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
こ
れ
ま
で

通
り
の
運
営
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 A
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処
分
概
要
が
全
く
分
か
ら
な
い

部
長
　詳
細
な
答
弁
は
差
し
控
え
る

【詳細は岐南町議会YouTube】

岐
南
町
職
員
の

　 

懲
戒
処
分
に
つ
い
て

公
共
交
通
の
未
来
に
賭
け
て

（
第
４
弾
）巡
回
バ
ス
の
ゆ
く
え

（
総
務
部
長
）①
厚
労
省
の
指
針

に
則
り
運
用
し
て
い
ま
す
。②
処

分
は
終
結
し
、
公
開
で
き
ま
せ
ん
。③
個

人
を
特
定
す
る
情
報
は
提
供
し
て
お
ら

ず
、
本
人
の
発
言
は
引
用
し
て
い
ま
せ

ん
。④
委
員
会
で
の
決
定
事
項
で
あ
り
、

範
囲
・
内
容
な
ど
詳
細
は
控
え
ま
す
。

A
（
町
長
）
全
体
最
適
を
追
求
す
る

こ
と
で
す
。
安
心
し
て
町
民
の
た

め
に
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と

A Q
①
当
事
者
す
べ
て
に
聞
き
取
り
し
た

か
②
業
務
上
必
要
の
な
い
報
告
行
為

と
は
③
メ
デ
ィ
ア
に
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た

か
④
処
分
者
の
範
囲
と
は
。

に
難
し
い
。
処
分
も
し
か
り
、
公
務
員
と
し

て
の
こ
れ
か
ら
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
で

す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
を
公
開
す
る
こ

と
、
条
例
制
定
は
単
に
罰
す
る
た
め
に
あ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
も
の
の
抑
止
と
し

て
の
位
置
付
け
に
も
な
っ
て
い
た
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
何
の
意
味
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
案
概
要
を

始
め
、
職
場
環
境
づ
く
り
を
重
点
に
置
か

れ
て
い
る
意
味
で
も
ご
質
問
し
ま
す
。

Q
こ
の
よ
う
な
不
透
明
さ
が
か
え
っ
て

疑
心
暗
鬼
を
生
み
か
ね
な
い
案
件
、

今
後
ど
う
さ
れ
た
い
の
か
。

自
治
会
に
対
す
る

　
行
政
の
立
ち
位
置
と
は

（
総
合
政
策
部
長
）
こ
の
事
案
を

保
障
す
る
と
、
保
険
料
が
高
額

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
安
心

し
て
配
布
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
保
険
の
重
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て

お
り
、
補
償
内
容
等
を
含
め
、
提
案
し

い
う
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
誠
実
に
果
た
す

た
め
に
、
感
情
や
憶
測
で
は
な
く
、
事

実
と
責
任
の
視
点
か
ら
、
冷
静
に
町
政

を
担
って
い
き
ま
す
。

A Q
広
報
誌
配
布
の
際
に
会
員
が
ケ
ガ
を

さ
れ
、
町
が
勧
め
る
自
治
会
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
事
案
が
あ
っ
た
。
ま
ず
見

解
を
。
ま
た
、
紙
ベ
ー
ス
で
会
員
に
対
し
全

戸
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
、
今

後
の
見
通
し
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
本
来
、
こ
れ

ら
の
業
務
は
町
と
し
て
責
任
を
負

う
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
直
接

担
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
お
力
添
え
と
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
だ
け
で
情
報
を
届
け
る
難
し
さ
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
全

戸
配
布
、
情
報
の
受
け
取
り
方
の
多
様

化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
繋
が
り

と
い
う
役
割
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
広
報
誌
配
布
、
街
道
の
清
掃
業
務

な
ど
、
町
か
ら
委
託
事
業
を
再
委

託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
を
拒
否
し

た
ら
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

松本 暁大 議員
まつもと あきひろ

前
議
会
で
は
議
会
・
職
員
共
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
直

前
に
職
員
の
処
分
が
行
わ
れ
、
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
前
町
長
名

の
記
述
が
あ
り
、
何
が
ど
う
い
う
こ
と
で
職

員
が
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す
る
の
か
、
少
し
の

内
容
も
カ
ケ
ラ
も
分
か
ら
ず
、
条
例
制
定

直
前
と
い
う
時
期
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
職
員

を
処
分
す
る
と
い
う
重
大
な
案
件
に
お
い
て

こ
の
不
可
解
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
強
く
関

心
を
持
っ
た
次
第
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
等
を
見

聞
き
し
た
方
々
か
ら
も「
分
か
ら
な
い
」「
何

を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
」
多
数
の
お
声
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
判
断

基
準
は
一
定
の
客
観
性
が
必
要
で
あ
り
、
一

方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
判
断
は
非
常

ク
や
客
観
的
デ
ー
タ
、
実
態
、
合
理
的
な

判
断
に
基
づ
い
た
決
定
と
は
言
い
難
い
状
況

で
す
。

ま
た
、
総
合
政
策
部
長
の
ご
発
言
、
そ
し

て
町
長
の
お
考
え
や
そ
の
思
い
の
背
景
に

は
、「
バ
ス
の
継
続
」
や
「
見
直
し
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
議
題
と

し
て
あ
え
て
取
り
上
げ
ず
、
回
避
し
よ
う
と

す
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
受
け

取
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
町
と
し
て
巡

回
バ
ス
の
在
り
方
を
あ
え
て
議
論
の
俎
上
に

載
せ
ず
、
令
和
８
年
度
末
の
契
約
満
了
を

も
っ
て
、
バ
ス
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
＝
自
然

消
滅
を
狙
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

印
象
も
否
め
ま
せ
ん
。

Q
今
回
の
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
優

先
順
位
の
高
か
っ
た
「
通
勤・通
学
」
と
い
っ

た
観
点
を
、
町
と
し
て
議
題
に
加
え
る
考

え
が
あ
る
か
。

Q
現
在
の
岐
南
町
に
は
、
田
畑
と
し
て

の
土
地
の
余
地
も
限
ら
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
よ
う
に
、
自

然
災
害
時
に
緩
衝
的
な
役
割
を
果
た
す
防

災
機
能
も
十
分
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
山
県

市
の
よ
う
に
、
人
口
は
同
程
度
な
が
ら
土

地
面
積
が
28
倍
も
あ
る
地
域
と
の
連
携
を

視
野
に
入
れ
、「
有
事
の
際
に
は
農
作
物
の

供
給
地
と
し
て
協
力
を
仰
ぎ
、
平
時
に
は

費
用
負
担
や
消
費
協
力
を
行
う
」
ま
た
は
、

そ
の
広
大
な
土
地
を
岐
南
町
が
借
り
て
米

作
り
を
す
る
な
ど
、｢

備
え
と
し
て
の
協
定
」

を
結
ぶ
考
え
は
あ
る
か
。

災
害
と
食
糧
危
機
に
備
え
る

　  

　
町
づ
く
り
と
広
域
連
携

相
互
補
完
で
築
く
連
携
協
定
は

部
長
　協
定
締
結
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

抜
本
的
な
排
水
対
策
計
画
は

部
長
　雨
水
断
面
拡
幅
整
備
を
進
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
議
題
は

部
長
　バ
ス
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い

（
基
盤
整
備
部
長
）
災
害
時
の
食

料
供
給
地
と
し
て
他
市
町
村
と

協
定
を
結
ぶ
考
え
に
つ
い
て
は
、
現
在
協

定
中
で
あ
る
岐
阜
県
お
よ
び
近
隣
市
町

村
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
中
で

も
食
料
物
資
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
た

め
、
本
町
独
自
で
の
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
広
域
自
治
体

と
し
て
、
香
川
県
宇
多
津
町
、
京
都
府

久
御
山
町
と
は
、
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

A
（
基
盤
整
備
部
長
）
直
近
の
事
業

で
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
下
印
食

雨
水
幹
線
の
断
面
拡
幅
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
令
和
９
年
度
末
に
は
事
業
計

画
区
域
の
約
76
％
が
完
成
す
る
見
込
み

で
す
。

A Q
抜
本
的
な
排
水
対
策
計
画
で
水
路
の

拡
幅
・
増
設
に
よ
る
排
水
能
力
の
強

化
は
。

一般質問一般質問

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじゆうじ

答
弁
に
あ
る
利
用
者
の
実
績
や
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
に
よ

り
本
町
の
公
共
交
通
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
」
で
は
な
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
町
長
は
、「
税
金
の
無
駄
を

な
く
す
た
め
に
巡
回
バ
ス
を
早
期
廃
止
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
一
方
で
約
１
年
間
に
わ
た

り
実
質
的
な
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
、
要

は
「
前
町
長
の
負
の
遺
産
だ
」
と
位
置
づ

け
廃
止
を
打
ち
出
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の

具
体
的
な
対
応
や
代
替
策
が
示
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
感

情
的
、
政
治
的
な
対
応
が
先
行
し
、
ロ
ジ
ッ

（
総
合
政
策
部
長
）
実
施
を
予
定

し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
や
通
勤
・

通
学
と
い
う
特
定
の
テ
ー
マ
に
限
定
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A

そ
こ
に

　「
事
実
と
責
任
」

　
　
　
　
　は
あ
っ
た
の
か

その場しのぎの対処療法では一向に解決しない。
町としての５年・１０年先の将来像を描いた上で、
具体的な施策を示すべき。
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限られた職員数で今後も質の高い行政
サービスを維持するには、AIが不可欠

愛知県東郷町の放課後子ども
教室「きらきらこども」を参考に

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
向
け
て

AI
導
入
で
業
務
効
率
化
と

町
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ

（
教
育
長
）
部
活
動
の
指
導
を
希

望
す
る
教
員
に
対
し
て
は
、兼
職
・

兼
業
の
申
請
・
承
認
を
得
て
、
休
日
部

活
動
の
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。 A Q

教
員
が
指
導
員
と
し
て
登
録
さ
れ
、

負
担
増
も
予
想
で
き
る
が
働
き
方
改

革
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
各
種
目
の
詳
細
ま
で

把
握
で
き
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
す
る
分
は
費
用
が
掛

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
保

護
者
ク
ラ
ブ
」で
加
入
さ
れ
て
い
れ
ば「
地

域
ク
ラ
ブ
」に
な
って
も
費
用
負
担
は「
保

護
者
ク
ラ
ブ
」
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
（
教
育
長
）
国
も
県
も
、
現
段
階

で
「
地
域
ク
ラ
ブ
」
の
定
義
を
定

め
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
視
点
が
整
理

さ
れ
、
要
件
を
満
た
せ
ば
、「
地
域
ク
ラ

ブ
」と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
各
家
庭
の
費
用
負
担
は
、
部
活
動

と
比
べ
現
状
増
え
て
い
る
か
。

２
０
２
５
年
度
末
の
移
行
は

教
育
長
　可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す

（
教
育
長
）
平
日
の
活
動
は
「
部

活
動
」
と
し
て
、休
日
は
土
曜
日
、

日
曜
日
の
ど
ち
ら
か
一
日
を
「
部
活
動
」

と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
現
段
階
で
岐
南
中
学
校
は
「
地
域

ク
ラ
ブ
」
と
し
て
の
活
動
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。「
地
域
ク
ラ
ブ
」
は
、
部
活
動
の

移
行
先
と
な
り
ま
す
。

A Q
現
在
、
地
域
移
行
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Q
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
に
、
地
域
移

行
は
可
能
か
。

児
童
生
徒
の
安
心
安
全
に

つ
い
て

（
教
育
長
）
各
学
校
で
は
、す
ぐ
ー

る
に
よ
る
保
護
者
へ
の
啓
発
、
放

送
に
よ
る
指
導
も
含
め
、
担
任
か
ら
不

審
者
事
案
へ
の
具
体
的
な
指
示
を
出
し

対
応
し
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
マ
ニュ
ア

ル
に
あ
る
「
校
門
」「
校
門
か
ら
校
舎
入

り
口
」「
校
舎
入
り
口
で
の
チ
ェッ
ク
体
制
」

の
３
段
階
チ
ェッ
ク
と
と
も
に
、
マ
ニュ
ア

ル
の
更
新
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

A Q
不
審
者
事
案
が
発
生
し
て
い
る
が
各

学
校
で
の
具
体
的
な
働
き
か
け
は
。

（
教
育
長
）
基
本
的
に
岐
阜
羽
島

警
察
署
ま
た
は
岐
阜
県
教
育
委

員
会
学
校
安
全
課
か
ら
の
情
報
を
基
に

対
応
し
ま
す
。

A Q
近
隣
市
町
で
不
審
者
事
案
が
起
き

た
場
合
、
通
常
通
り
の
登
下
校
を

す
る
の
か
、
引
き
渡
し
を
す
る
の
か
の
判
断

は
。

（
教
育
長
）
下
校
に
つ
い
て
は
、
近

隣
で
目
撃
情
報
が
続
い
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
待
機
を
し
て
引

き
渡
し
と
判
断
し
ま
す
。

A Q
校
区
内
で
刃
物
な
ど
を
持
っ
て
い
る

危
険
度
の
高
い
ケ
ー
ス
で
は
、
学
校

待
機
な
ど
で
安
全
の
確
保
や
引
き
渡
し
を

実
施
す
る
判
断
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

（
教
育
長
）
事
前
に
迎
え
が
難
し

い
と
連
絡
い
た
だ
い
た
家
庭
が
30

件
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
参
加
率
は

東
小
１
０
０
％
、
西
小
１
０
０
％
、
北

小
１
０
０
％
、
岐
南
中
99
％
で
し
た
。

引
き
渡
し
完
了
ま
で
の
平
均
時
間
は
、

小
学
校
１
時
間
54
分
、
中
学
校
が
２
時

間
で
し
た
。
成
果
は
、
雨
天
時
の
保
護

者
誘
導
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
線
を
引
け
な

い
中
で
の
駐
車
場
の
確
保
な
ど
、
臨
機

応
変
に
動
き
、
実
際
を
想
定
し
た
訓
練

が
で
き
ま
し
た
。
課
題
は
、
保
護
者
の

動
線
は
案
内
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
逆

走
さ
れ
る
方
が
あ
り
、
危
険
な
状
態
に

な
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

今
後
よ
り
一
層
実
践
的
な
訓
練
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

A Q
岐
南
町
内
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
た

引
き
渡
し
訓
練
の
成
果
と
課
題
は
。

広瀬 恵理子 議員
ひろせ えりこ

Q
国
が
検
討
し
て
い
る
「
個
別
の
指
導

計
画
」
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
な

準
備
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

↓ 

自
動
化 

↓ 

AI
活
用
）
に
照
ら
し
合
わ

せ
た
場
合
、
ど
の
段
階
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
か
。
AI
本
格
活
用
に
向
け
、
今
、

特
に
ど
の
段
階
の
取
り
組
み
に
最
も
注
力
す

べ
き
と
考
え
る
か
。
戦
略
と
優
先
順
位
は
。

Q
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
積
極
的
活

用
に
よ
る
学
童
保
育
ニ
ー
ズ
と
の
効

果
的
な
役
割
分
担
と
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
推
進
策
は
。

Q
学
校
施
設
の
放
課
後
活
用
に
お
け
る

「
二
町
教
育
委
員
会
」
と
し
て
の
課

題
認
識
と
、「
岐
南
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た

町
に
お
け
る
放
課
後
の
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
と
学
童
保
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て

す
べ
て
の
子
ど
も
に〝
居
場
所

と
学
び
〞を
届
け
る
町
へ

学
校
施
設
の
放
課
後
活
用
は

教
育
長
　各
小
学
校
長
も
了
承
済
み

町
の
DX
の
取
り
組
み
段
階
は

部
長
　書
か
な
い
窓
口
推
進
が
課
題

（
教
育
長
）
放
課
後
子
ど
も
教
室

等
の
開
催
に
向
け
、
授
業
に
支
障

が
な
い
限
り
学
校
施
設
利
用
に
全
面
的

に
協
力
し
て
お
り
、
各
小
学
校
長
の
承

認
も
得
て
い
ま
す
。
運
営
上
の
留
意
点

と
し
て
、保
護
者
への
説
明
、安
全
確
保
、

活
動
環
境
の
整
備
、
備
品
破
損
防
止
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら

を
含
め
、
担
当
部
局
と
連
携
し
て
必
要

な
整
備
を
進
め
ま
す
。

A

（
教
育
長
）
国
の
不
登
校
特
例
制

度
は
、
教
育
課
程
の
弾
力
的
な

運
用
が
可
能
と
な
る
望
ま
し
い
制
度
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
イ
ル
で
は
、個
々

の
目
的
に
応
じ
た
柔
軟
な
支
援
を
計
画

的
に
進
め
て
お
り
、
こ
れ
が
個
別
の
指
導

計
画
に
準
じ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

A
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
放
課
後
子

ど
も
教
室
は
学
習
支
援
や
遊
び
を

通
じ
た
成
長
促
進
の
場
、
学
童
保
育
は

就
労
中
の
預
か
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
地
域
子
ど
も
教
室
Ｇ
さ
う

す
を
実
施
し
、
昨
年
度
は
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー

ク
に
学
童
保
育
室
で
交
流
機
会
を
提
供

し
ま
し
た
。
今
後
も
相
互
に
補
完
し
合

い
、
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

A

（
教
育
長
）
学
校
施
設
利
用
の
円

滑
化
に
向
け
た
先
進
事
例
と
し
て

東
郷
町
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
運
営

上
の
留
意
点（
保
護
者
へ
の
説
明
、
安
全

確
保
、
活
動
環
境
の
整
備
、
備
品
破
損

防
止
な
ど
）を
考
慮
し
、
当
町
担
当
部

局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

A Q
学
校
施
設
利
用
の
円
滑
化
に
向
け
た

先
進
事
例
に
学
ぶ
姿
勢
と
、
協
定

締
結
等
に
よ
る
制
度
的
保
障
の
検
討
状
況

は
。

め
」
の
主
体
的
な
学
校
現
場
へ
の
支
援
・
連

携
方
策
は
。

一般質問一般質問

加藤 雅浩 議員
かとう まさひろまさひろ

（
総
務
部
長
）
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

業
務
は
「
ク
ラ
ウ
ド
化
」
の
段
階

に
あ
り
、
今
後
は
デ
ー
タ
の
自
動
分
析
・

仕
分
け
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
窓
口
申
請
業
務
は
手
書
き
が
多

く
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
未
到
達
で
、「
書

か
な
い
窓
口
」
の
推
進
が
最
優
先
課
題

で
す
。

A

Q
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
AI
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
よ
う
な
自
動
化
ツ
ー
ル
を
、

職
員
が
創
造
的
な
業
務
に
集
中
す
る
た
め

の
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
、
活
用
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
か
。

Q
現
在
の
町
の
DX
の
取
り
組
み
を
、
段

階
（
デ
ジ
タ
ル
化 

↓ 

ク
ラ
ウ
ド
化 

（
総
務
部
長
）
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
限
ら
れ
た
職
員
数
で
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に
は
、

AI
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
自
動
化
ツ
ー
ル
が
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

A
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空
き
教
室
を
活
用
し
た
取
組
は

教
育
長
　子
ど
も
の
思
い
に
応
え
る
整
備

学
校
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
の
整
備・充
実

（
教
育
長
）
不
登
校
と
定
義
さ
れ

る
、
年
間
30
日
以
上
の
欠
席
者

は
、
令
和
６
年
度
の
岐
南
町
で
は
、
小

学
校
24
人
、
中
学
校
44
人
で
す
。
令
和

５
年
度
と
比
較
す
る
と
、
小
学
校
で
12

人
、
中
学
校
で
13
人
減
少
し
ま
し
た
。

不
登
校
児
童
生
徒
数
の
割
合
で
言
え
ば
、

小
学
校
１
・
７
％
、
中
学
校
６
・
３
％

と
な
り
ま
す
。

支
援
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」で
、

登
校
が
難
し
い
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
、

相
談
や
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
保
護

者
に
対
し
て
は
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
両

面
で
、
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ＶＲ
岐
南
中
の
運
用
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

A

ど
ん
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か

教
育
長
　ス
マ
イ
ル
岐
南
や
ネ
ッ
ト
相
談

Q
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

人
数
は
何
人
か
。
文
科
省
は
「
不

登
校
支
援
で
は
、
必
ず
し
も
、
学
校
登
校

を
最
終
ゴ
ー
ル
と
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

が
、
岐
南
町
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
町
内

全
て
の
学
校
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
岐
南

中
学
校
の
「
相
談
室
」
と
「
ＶＲ
岐
南
中
」

で
は
、
常
時
、
そ
の
教
室
に
勤
務
す
る

教
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
室
へ
登
校
し
た
生
徒
は
、
前
日
に

立
て
た
活
動
予
定
に
そ
って
、
１
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ＶＲ
岐
南
中
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
出
席
。
チ
ャ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ

通
話
で
会
話
し
、
学
校
に
つ
な
が
る
き
っ

か
け
を
作
って
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
東
に
「
教
育
支
援
室
」、

西
に
「
ホ
ッ
と
ル
ー
ム
」、
北
に
「
お
話

の
部
屋
」
を
設
置
し
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
使
用
す
る
な
ど
、
相
談
し
た
い
、
話

が
し
た
い
、
と
い
う
思
い
に
応
え
る
環
境

整
備
・
人
的
配
置
に
努
め
て
い
ま
す
。

A Q
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
配
慮
し

た
、
文
科
省
が
進
め
る
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
、
空
き
教
室
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
使
う
な
ど
、
一
人
一
人

異
な
る
学
習
、
体
調
、
気
持
ち
に
合
わ
せ

た
部
屋
は
あ
る
か
。

新
た
な
子
ど
も
の
居
場
所
作
り

教
育
長
　対
象
者
広
げ
連
携
調
査
研
究
も

（
教
育
長
）
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」
で
は
、

昨
年
度
、
要
綱
の
運
用
上
で
対
象
者
を

広
げ
、
海
外
か
ら
転
入
し
た
15
歳
の
生

徒
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
児
期
か

ら
18
歳
ま
で
の
若
者
や
、
そ
の
保
護
者
に

対
し
て
、子
ど
も・子
育
て
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

学
び
直
し
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
夜
間
中

学
連
絡
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
県
な

ど
と
連
携
し
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

A Q
中
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
や
、
不

登
校
で
授
業
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

生
徒
の
「
学
び
直
し
」
や
、
高
校
生
の
不

登
校
支
援
を
始
め
て
は
ど
う
か
。
山
県
市

の
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
全

体
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
仕
組
み
を

目
指
し
て
い
る
。
岐
南
町
の
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
も
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじ

県
で
は
、
30
日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒

が
増
加
し
て
い
る
。
不
登
校
の
主
な
原
因
・

理
由
は
、
無
気
力
や
不
安
、
学
業
不
振
、

友
人
と
の
人
間
関
係
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一

人
一
人
異
な
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
び
、
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

Q
文
科
省
も
推
薦
の
、
学
校
図
書
館
へ

の
新
聞
配
置
の
考
え
は
。

Q
岐
南
町
は
木
曽
川
の
扇
状
地
の
一
部

で
土
地
は
砂
と
砂
利
で
で
き
て
い

る
。
地
震
時
に
は
液
状
化
が
起
こ
る
リ
ス
ク

が
高
い
。
液
状
化
に
よ
る
建
物
の
沈
下
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
地
盤
改
良
が

あ
る
。
費
用
は
工
法
や
規
模
に
よ
り
異
な

る
が
耐
用
年
数
も
最
低
50
年
と
さ
れ
て
い

る
。
新
築
、
建
て
替
え
時
へ
の
助
成
の
考
え

は
。 新

築
・
建
て
替
え
時
の
助
成
は

部
長
　調
査
研
究
を
続
け
る

液
状
化
対
策
の
地
盤
改
良

工
事
へ
の
助
成

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
開
始
と
対
応

（
基
盤
整
備
部
長
）
本
町
は
震
災

時
液
状
化
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
で

す
。
建
築
主
も
建
築
業
者
等
か
ら
の
情

報
で
理
解
し
必
要
で
あ
れ
ば
地
盤
改
良

を
施
し
、
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
が
重
要
で
、
助
成
の
有
無
が
地

盤
改
良
工
事
の
実
施
の
判
断
に
影
響
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
助
成
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
事
例
等
鑑
み
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
続
け
ま
す
。

A

（
健
康
福
祉
部
長
）
生
ワ
ク
チ
ン

は
三
千
円
、
２
回
接
種
の
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
七
千
円
で
す
。

A Q
岐
南
町
の
生
ワ
ク
チ
ン
・
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
額

は
。

本
年
度
よ
り
定
期
接
種
化
さ
れ
国
の
助
成

対
象
と
な
っ
た
。
岐
南
町
実
施
の
任
意
接
種

助
成
事
業
は
令
和
６
年
度
で
終
了
し
た
。

定
期
接
種
の
対
象
は
65
歳
で
５
年
間
の
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
国
が
総
接
種

費
の
３
割
程
度
を
支
援
し
自
己
負
担
額
は

各
市
町
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
令
和
５
年
度

か
ら
50
歳
以
上
の
方
に
帯
状
疱
疹

任
意
予
防
接
種
の
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
発
症
リ
ス
ク
の
高
ま
る

年
齢
層
に
、
よ
り
効
果
的
な
予
防
策
を

講
じ
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
への

接
種
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

A Q
以
前
に
は
あ
っ
た
50
歳
代
の
方
へ
の

助
成
は
。

一般質問一般質問

木下 美津子 議員
きのした みつこみつこ

も
多
く
、
続
い
て
自
然
科
学
・
歴
史
・

地
理
・
芸
術
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
揃
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
新
作
本
や
話
題
本
、

子
ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
本
、
先
生
の

推
薦
本
の
紹
介
等
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）
東
小
２
社
、
西
小
２

社
、
北
小
３
社
、
岐
南
中
１
社

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
新
聞
を
教
材
と

し
た
授
業
や
家
庭
学
習
で
の
活
用
も
あ

り
ま
す（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）。 

今
後
も
Ｎ
Ｉ
Ｅ
等
を

含
め
、
教
員
の
新
聞
活
用
の
意
識
が
高

ま
る
よ
う
助
言
し
て
い
き
ま
す
。

AQ
学
校
図
書
館
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
の
課
題
等
は
。

（
教
育
長
）
新
刊
本
や
リ
ク
エ
ス

ト
本
、
時
代
に
あ
っ
た
本
を
提
供

し
続
け
る
こ
と
で
す
。
県
図
書
館
の
学

校
へ
の
貸
出
等
も
含
め
環
境
整
備
の一層

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

A

読
書
は
世
界
が
広
が
り
、
基
礎
や
深
い
学

び
や
目
標
や
夢
、
希
望
を
育
む
力
と
な
る
。

子
ど
も
た
ち
が
本
と
出
会
え
る
最
も
身
近

な
場
所
が
学
校
の
図
書
館
。
読
書
量
の
多

い
子
は
意
識
・
非
認
知
能
力
・
認
知
機
能

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
学
校
図
書
館
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
。

Q
書
籍
は
充
実
し
て
い
る
か
。

Q
各
学
校
図
書
館
の
図
書
購
入
費
予

算
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
一
人
当
た
り
小
学
校

は
１
２
０
０
円
、
中
学
校
は
１
５

０
０
円
で
人
数
分
の
金
額
を
予
算
化
し

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

A
（
教
育
長
）
小
中
学
校
の
配
架
状

況
は
絵
本
を
含
む
文
学
本
が
最

A
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▲トランクケースの中はワクワクがいっぱい

▲柳ケ瀬グラッスル35のＧテラスで

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索
長
谷
川 

淳

広
瀬 

恵
理
子

松
　 

浩
二

松
本 

暁
大

村
山 

博
司

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

■
今
回
は
５
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
ご
み
有
料
化
に
関
す
る
住
民

説
明
会
の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご

意
見
を
精
査
し
、
可
能
な
限
り
寄
り
添
っ
た
形
に
な
る
よ
う
に
最

後
ま
で
働
き
か
け
ま
す
。
ま
た
、
今
号
を
も
っ
て
広
報
委
員
長
の

職
務
が
終
わ
り
ま
す
。
皆
様
１
年
間
ご
精
読
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
谷
川
）

■
今
回
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な

形
で
地
域
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
大
勢
の
方
が
お
見
え
に
な

り
ま
す
。
思
い
は
様
々
で
す
が
そ
こ
に
は
「
誰
か
の
た
め
に
」
と
い

う
気
持
ち
で
溢
れ
て
い
ま
す
。や
り
が
い
を
も
ち
挑
戦
で
き
る
町
！

と
て
も
素
敵
な
町
で
す
！ 

　
　
　
　（
広
瀬
）

■
任
期
を
い
た
だ
い
た
４
年
間
も
あ
と
少
し
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
出
来
る
こ
と
は
や
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
結
果
と
し
て
は

１
０
０
％
満
足
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
自
己
満
足
で
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
町
民
の
ご
意

見
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松

）

■
ご
み
有
料
化
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
公
聴
会
と
い
う
様

相
で
は
な
く
、
単
に
決
定
事
項
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

住
民
の
ガ
ス
抜
き
と
いっ
た
側
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
執
行
権
者
が
欠
席
の
中
で
、
町
と
し
て
の
姿
勢
・
住
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
共
に
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
は
十
分
に
伝
わ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
松
本
）

■
今
年
５
月
13
日
、
世
界
で
最
も
貧
し
い
大
統
領
と
言
わ
れ
る
ウ

ル
グ
ア
イ
の
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
元
大
統
領
が
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
大

統
領
時
代
収
入
の
９
割
を
貧
困
層
に
寄
付
、
生
活
費
は
毎
月
15

万
円
相
当
で
、「
質
素
な
だ
け
で
一
度
も
貧
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
い
。
実
の
子
は
い
な
く
て
も
、
国
民
が
子
供
の
よ
う
な
存
在
。

む
し
ろ
自
分
は
豊
か
だ
と
思
う
。」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。
世
界

で
一
番
心
の
豊
か
な
大
統
領
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
村
山
）

岐南中学校３年

伊藤璃子さんの
作品です

表紙の題字

いとう りこ

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

夢中の先にある連鎖を
　　　　　生み出す道具
夢中の先にある連鎖を
　　　　　生み出す道具 ～けん玉スピナーTAKESHIさん～ ～けん玉スピナーTAKESHIさん～

特集

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

TAKESHI さん

　町内の保育園で保育士として働きながら、け
ん玉スピナーを名乗り活動しているＴＡＫＥＳＨＩさ
ん。スピナーとは回転するもの。もともとヨー
ヨーは得意だったそうですが、保育園の行事で
子どもたちに見せたのがきっかけとなり、保育の
中で、けん玉遊びを実践するようになりました。
もっと技を磨こうと、ＴＡＫＥＳＨＩさんは「けん玉先
生（グローバルけん玉ネットワーク認定）」の資格
も取得。昨年のぎなんフェスタでは、その見事な
技を多くの来場者の前で披露しました。にぎわう
会場で、ご覧になられた方もいるのではないで
しょうか。
　さらに、県が進める木育活動や、子育て支援の
一環としてけん玉ワークショップも開催していま
す。けん玉は、子どもたちとおじいちゃんやおば
あちゃんをつなぐ楽しい道具になっています。
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